
一I桑J 10年ぶりの県大会優勝

後列 （左より ） 佃先生 、 ヒルケルさん、志田 （早大→日興証券）、 中嶋 (-橋大→住友銀行）、 榊原 （慶大→三菱化成）、 広瀬 （神大）、 大谷 （神大→日本火災海上）、

吉本 (-橋） 、松永 （関大→ 梅彦く家業＞）、 市川先生。 前列 （同 ） 新田 （阪大→伊藤忠）、 堀江 （大阪市大→ユニチカ→大阪市大）、 平井 （慶大→太陽生命） 、堤

（早大→検察庁） 、 加藤 （神大）、 見田 （姫路工大）、 藤岡 （九大→大成建設）。

なかなか真面目な
サッカ一部

ある40期生（野球部、体育祭委員長）

はわれわれ40期サッカ一部を評して卒

業記念文集につぎの ように書いてい

る 。

「みんなはサ ッ カ一部の者は真面目

でええやつが多いといっているが、こ

いつらもええかげん不良である 。 とい

うのは、堀江（主将）、堤（国体優勝、

エピソード 2 参照）、松永というサッ

カ一部の代表といえる 3 人は、共にパ

ーマをかけているのだ。 松永なんかひ

どい髪を火で焼いたんとち ゃ うか 、 堤

は眉を剃っとるし、もう耐えられへん

わ。 堀江は、笑って 「天パや」 と 言っ

てごまかすし、サ ッ カ一部のやつが真

面目やなんておも っ たらあかん。 まあ

冗談はさておき…やっ ばり強い部だけ

あ っ て、メンバーそれぞれ見ても、え

え顔（ハンサムというのでは決してな

いぞ！！ 喜ぶな堤）をしていたようだ。

体育祭でもよく頑張っ てくれたし、や

はりすごいですね、佃先生」

そこで、われわれのプロフィールを

具体的に紹介したいが、やはりいまで

も一番の思い出にな っ ているのは高 2

の時の県新人戦優勝である 。 まず大会

の経過をしるすと以下のとおりである

（ただし県大会 2 回戦以降） 。
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2 回戦六甲 7-0 豊岡

3 回戦 六甲 3- 1 西脇工業

準決勝六甲 3-2 小野

決勝 六甲 0-0 伊丹北

当大会では市の準決勝でも現在 J リ

ーグのガンバ大阪でプレーされている

永島選手ひきいる御影工業を 2-0 で

破るなどして、県大会決勝までほとん

ど危なげなく勝ち進むことができた 。

しかし、県の決勝ではG K石末（現在

横浜フリューゲルス ） を中心とした守

りはかたく、延長戦でも決着がつかず

両校優勝とな っ た 。

県大会に引き続いて、新人戦での他

の上位チームとともに和歌山県でおこ

なわれた近畿大会にのぞんだ。 1 回戦



シードののち大阪の清風高校と対戦し

た 。 このときには GK本並（現在ガン

バ大阪）た威圧されたか、得点するこ

とができず 0-2 で敗退した 。 結局大

会は御影工業の優勝で幕を閉じた。 実

力的にはわれわれの方がむしろ上回っ

ていたとも思われるのだが、客観的に

はどうであれ勝っ たものが強いのであ

り、ここ一番での底力のちがいをみせ

つけられた思いがしたものである 。

【エ ピソード l ーテレビ初出演一】

市大会で優勝したあとわれわれはチ

ームとしてテレビ出演を果たした。 そ

れというのも朝日放送の“おはよう朝

日です” のスタ ッ フに六甲 OB の方が

おられ、神戸市 1 位ということもあっ

て、釜本邦茂氏（当時ヤンマーディ ー

ゼル監督、現在ガンバ大阪監督） の指

導を受ける生徒役として出させていた

だいたのである 。 当時はビデオがそれ

ほど普及していなかったので今ではそ

の映像を見ることもできないとおもわ

れるが、万一残っていたとしても見た

いとは思わない。 なぜなら、そのころ

スポーツコーナーを担当されていたプ

ロ野球解説者花井悠氏に、「世界の釜

本にくらべたらあんたらは鼻くそみた

1981 年サ ッ カーダイジェスト 5 月号

いなもんや」 と番組中にコケにされた

からである 。 しかし、出演記念にもら

っ た番組のタオルは12年た っ た今でも

ありがたく使わせていただいている 。

【エ ビソード 2 一堤康国体優勝ー］

“エピソード ” ではないかもしれな

いが、堤康（前出）は高 3 の時に県選

抜にえらばれ、秋におこなわれた島根

国体で優勝した。 高 3 の秋といえば他

の者は目前に迫 っ た受験で頭がい っ ぱ

いの時であるから、余りにもかけ離れ

た話である 。 その時のことをかれはこ

う振り返っている 。

「 タ ッ チライン際を走るだけしか能

のない私でしたが、 幸運にも兵庫県選

抜チームに選ばれ、島根国体に出場す

ることができました 。 現在、 J リーグ

のガンバ大阪でプレーしている永島 ・

和田たちを中心にチーム全員が選抜チ

ームとしては稀なくらいによくまとま

り、結局、決勝戦で静岡と引き 分 け、

両チーム優勝ということになりまし

た 。

もちろん 、 私といえば、中盤から出

されたボールを馬車馬のごとく追いか

け、ひたすらタ ッ チライン際を走っ て

いただけであり、試合内容などほとん
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ど覚えていません。

ともあれ、サ ッ カーしか生きがいが

なか っ た 当時の私に と っ て、出来過ぎ

の素晴らしい思い出を与えてもらい本

当に感謝です」

そういえば、先に紹介したテレビ出

演のときにあらかじめだれがどうい っ

た質問を釜本氏にするかスタ ッ フの方

と打ち合わせをしたのだが、その際皆

が尻込みするなかでま っ さきに 「ぼく

がやります」 と手をあげたのはかれだ

っ た 。 「サ ッ カーしか生 きがいのなか

っ た」 かれはまさに "40期の魂” であ

っ たのだが、結構いちびりなのである 。

以上40期について述べてきたが 、 こ

のような限られたス ペースの中では当

然触れることができなかったことも 多

い。 たださいごに付け加えておきたい

ことは 、 卒業から十数年をへた今で も

初蹴りには常時半数以上の者が参加 し

ていることからわかるように、われわ

れはサ ッ カ一部時代を共通の良い思い

出とする仲間でありつづけてい ると い

うことである 。

［加藤殷一郎］




